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南星海運

徐明干氏

日刊脚

今年の積み高は前年比10％増の50万TEU程度を見込む

11月米国東航荷動き

1．9％減の110万m

ゼボ社まとめ

米国向け11月荷動き

母船積み地ベース
‾＿‾積み地　‾ �∴貨物量 � �．‾前月比＿＝ 

中国 �659．404 �▲2．8％ �▲2．0％ 

韓国． �121．427 �12．5％ �2．4，も 

香港 �92．505 �▲11．1％ �▲7．7％ 

台湾 �76．985 �▲0．9も �▲2．25 

日本 �55．011 �▲4．1覧 �▲1．0号 

46：302■ �▲5．8％ �2，5ti 

ベトナム �19．382 �20．4笈 �▲13．1鴛 

タイ． �13．085 �▲11．2％ �▲12，4！i 

マレーシア �12，789 �▲18．2％ �▲13．7ち 

インド �12，244 �▲14．0％ �▲7．9％ 

合計 �1．109．134 �▲1．91i �▲2．4駕 

荷受け地ベース
・積み地＿‾ �1貨物量 �前年同月比 �前月比 

中国 �741．082 �▲0．5％ �▲1．5，i 

韓国 �62．852 �2．8％ �▲5．9％ 

日本 �57．524 �▲1▼9，i �▲1．0％ 

台湾一・ �43．781 �▲乙4，i �▲2．5％ 

香港 �43．430 �▲12．1％ �▲12．0％ 

ベトナム �40．348 �▲0．3％ �▲5．4馬 

インド �34．790 �5．9％ �▲2．7％ 

31．295 �▲5．8％ �5．2も 

タイ �26．869 �▲13．4も �▲13．6％ 

マレーシア �16．266 �▲5．9％ �▲1．1Ii 

合計 �1．098．237 �▲1．4％ �▲2．6％ 

ZepotCorporatl0nTradeIQより

1
8
5
0
T
E
U
型
3
隻
発
注
へ

星
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出

南
星
海
運
（
日
本
総
代
理
店
＝
南
星
海
運
ジ
ャ
パ
ン
）
は
年
内
に
も
1
8
5
0
T
E
U
塾
船
3
隻
を
韓
国
の
造
船
所
に
発
注
す

る
方
向
だ
。
徐
明
千
代
表
理
事
・
社
長
が
本
紙
の
取
材
に
応
じ
明
ら
か
に
し
た
。
納
期
は
い
ず
れ
も
2
0
1
3
年
上
半
期
。
商
量

は
従
来
の
日
韓
中
に
加
え
、
2
0
0
7
年
に
ベ
ト
ナ
ム
、
昨
年
に
は
タ
イ
に
進
出
す
る
な
ど
、
こ
こ
数
年
で
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
サ

ー
ビ
ス
拡
張
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
当
該
3
隻
の
新
造
船
投
入
を
含
め
、
3
年
以
内
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
各
航
路
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
す
る
計
画
。
今
年
の
積
皇
同
は
、
韓
中
航
路
や
東
南
ア
ジ
ア
発
着
の
好
調
に
よ
り
、
前

年
比
1
0
％
増
の
5
0
万
T
E
U
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

南
星
は
2
0
0
7
年
8
月
、

韓
中
航
路
を
延
航
し
て
ベ
ト
ナ

ム
・
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
追
加
寄
港

し
、
初
め
て
日
韓
中
以
外
に
航

路
を
拡
張
。
こ
れ
に
続
き
昨
年

3
月
に
は
、
韓
国
各
港
と
ホ
ー

チ
ミ
ン
、
バ
ン
コ
ク
、
レ
ム
チ

ヤ
バ
ン
を
結
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を
開

設
、
タ
イ
航
路
に
参
入
し
た
。

そ
の
後
も
0
9
年
1
月
に
設
立
し

た
香
港
の
現
地
法
人
を
基
点

に
、
東
南
ア
ジ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
検
討
し
て
き
た
。

一
方
、
用
船
市
況
の
変
動
に

左
石
さ
れ
な
い
安
定
し
た
航
路

運
営
を
志
向
す
る
同
社
は
、
自

社
船
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
展
開
が

基
本
戦
略
。
タ
イ
航
路
に
昨
年

投
入
し
た
シ
リ
ー
ズ
建
造
の
1

0
0
0
T
E
U
塾
船
3
隻
の
デ

リ
バ
リ
ー
以
来
、
発
注
残
が
ゼ

ロ
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
東
南

ア
ジ
ア
航
路
の
さ
ら
な
る
拡
張

に
向
け
、
新
造
整
備
計
画
を
併

せ
て
練
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

中
で
こ
の
ほ
ど
、
1
8
5
0
T

E
U
型
船
3
隻
を
発
注
す
る
方

向
で
最
終
調
整
に
入
っ
た
。

徐
代
表
理
事
・
社
長
は
、
東

南
ア
ジ
ア
で
の
今
後
の
サ
ー
ビ

ス
展
開
に
つ
い
て
「
3
年
以
内

に
、
現
行
の
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ

に
加
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

各
航
路
に
進
出
す
る
」
と
の
計

画
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
上
で
、
ュ
8
5
0
T
E

U
塾
船
の
発
注
検
討
の
背
景
に

閑
し
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
航
路

に
配
船
す
る
に
は
、
当
社
船
隊

の
最
大
船
型
の
1
0
0
0
T
E

U
塾
で
は
小
さ
い
。
1
8
5
0

T
E
U
塾
は
同
航
路
を
カ
バ
ー

す
る
に
足
る
容
量
で
あ
る
上
、

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
港
に
入
荷
で

き
る
最
大
船
型
（
実
質
積
載
能

力
1
2
5
0
T
E
U
）
で
も
あ

り
、
東
南
ア
ジ
ア
航
路
で
使
い

勝
手
が
良
い
」
と
説
明
し
た
。

今
年
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

は
、
前
年
比
約
1
0
％
増
の
4
8
～

5
0
万
T
E
U
を
見
込
ん
で
い

る
。
こ
の
う
ち
、
日
韓
航
路
は

3
％
増
の
1
8
万
T
E
U
程
度
、

韓
中
航
路
は
3
0
％
増
の
1
4
万
T

E
U
程
度
に
な
る
見
通
し
。
こ

の
ほ
か
、
昨
年
3
月
か
ら
開
始

し
た
韓
国
丁
タ
イ
が
6
0
％
増
、

韓
国
－
ベ
ト
ナ
ム
も
3
0
％
増
と

大
き
く
伸
び
る
見
込
み
。

主
力
の
日
韓
航
路
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
害
に
よ
り
同

社
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
の
う
ち

仙
台
塩
釜
、
八
戸
、
小
名
浜
、

茨
城
（
常
陸
那
珂
港
区
）
、
鹿
島

の
5
港
が
一
時
機
能
を
停
止
。

南
屋
も
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。
た
だ
、
被
災
港
の
代
替
利

用
に
よ
り
輸
送
需
要
が
急
増
し

た
日
本
海
側
各
港
、
お
よ
び
京

浜
港
で
増
便
や
船
型
大
型
化
を

実
施
し
、
需
要
を
お
お
む
ね
吸

収
し
た
こ
と
か
ら
、
航
路
全
体

の
碩
み
高
は
前
年
実
績
を
上
回

る
見
通
し
だ
。

だ
が
日
韓
航
路
で
は
震
災
以

降
、
日
本
海
側
諸
港
の
輸
入
貨

物
の
急
増
に
よ
り
、
日
本
海
地

域
で
極
端
な
入
超
構
造
が
定

着
。
日
本
側
で
の
空
コ
ン
テ
ナ

の
余
剰
が
、
輸
出
運
賃
全
体
を

下
押
し
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、

商
量
は
先
月
末
か
ら
輸
出
入
の

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
緩
和
を
目
的

に
、
自
社
が
配
船
し
て
い
な
い

中
国
の
港
向
け
に
、
他
船
社
の

船
腹
を
利
用
し
て
日
本
の
地
方

港
か
ら
の
輸
出
貨
物
を
輸
送
す

る
新
し
い
取
り
組
み
を
開
始
し

た。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
他

船
社
と
の
ス
ロ
ッ
ト
交
換
や
ス

ペ
ー
ス
チ
ャ
ー
タ
ー
は
、
自
社

が
配
船
し
て
い
る
楷
の
み
が
対

象
で
、
船
腹
の
調
整
と
寄
港
頻

度
の
向
上
が
目
的
だ
っ
た
。
だ

が
今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

今
後
は
自
社
サ
ー
ビ
ス
が
寄
港

し
な
い
港
の
貨
物
も
営
業
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
滞
留

し
が
ち
な
コ
ン
テ
ナ
を
効
率
的

に
中
国
・
韓
国
に
回
送
し
て
い

く。

相
馬
航
路
を

1
7
日
に
再
開
井
本
商
運

井
本
商
運
（
神
戸
市
、
井
本

隆
之
社
長
）
は
1
7
日
、
東
日
本

大
震
災
で
休
止
し
て
い
た
福
島

・
相
馬
港
へ
の
内
航
コ
ン
テ
ナ

船
の
定
期
寄
港
（
過
1
便
）
を

再
開
す
る
。
1
号
ふ
頭
第
3
岸

壁
（
水
深
7
・
5
㍍
）
に
寄
港
予

定
で
、
最
大
船
型
の
「
神
若
」

相
馬
航
路
に
投
入

す
る
「
神
若
」

（
2
4
0
T
E
U
積
み
）
を
投
入

す
る
。
輸
出
用
の
空
コ
ン
テ
ナ

5
本
、
輸
出
の
実
入
り
コ
ン
テ

ナ
3
本
の
計
8
本
の
荷
役
を
予

定
。
い
ず
れ
も
4
0
は
塾
。
京
浜
港

と
を
結
ぶ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
の

寄
港
地
は
5
港
に
拡
大
し
た
。

同
社
は
震
災
前
、
内
航
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
八

戸
、
仙
台
、
相
馬
、
小
名
浜
、

同
不
定
期
で
釜
石
、
内
航
コ
ン

テ
ナ
輸
送
で
常
陸
那
珂
の
計
6

港
に
寄
港
し
て
い
た
。
震
災
後
、

荷
役
体
制
が
復
旧
し
た
港
か
ら

順
次
、
定
期
寄
港
を
再
開
。
4

月
2
3
日
に
八
戸
、
6
月
2
日
に

仙
台
、
同
2
9
日
に
小
名
浜
、
7
月

1
7
日
に
釜
石
と
配
船
を
敏
活
し

た
。
釜
石
港
は
震
災
前
は
不
定

期
だ
っ
た
が
、
現
在
は
他
荷
と

同
様
に
定
期
寄
港
し
て
い
る
。

京
浜
港
と
を
結
ぶ
相
馬
航
路

の
再
開
は
、
地
元
企
業
や
県
市

を
は
じ
め
と
し
た
官
民
連
携
で

実
現
。
井
本
社
長
は
「
海
上
輸

送
に
比
べ
、
京
浜
港
間
の
陸
上

輸
送
は
割
高
」
と
す
る
ほ
か
、

「
既
存
の
陸
上
ル
ー
ト
の
寸
断

や
冬
季
の
走
行
不
安
を
解
消
す

る
内
航
コ
ン
テ
ナ
船
航
路
は
輸

送
手
段
の
多
様
化
と
い
う
点
で

も
意
義
が
大
き
い
」
と
い
う
。

同
社
の
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
は

東
北
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、

ナ
ラ
サ
キ
ス
タ
ッ
ク
ス
に
一
定

の
ス
ペ
ー
ス
賃
し
を
行
う
形
で

4
月
に
苫
小
牧
－
京
浜
航
路
を

開
設
し
て
い
る
。

米
国
の
ゼ
ポ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
Z
e
p
O
I
 
C
O

r
p
O
r
a
－
i
O
n
、
本
社

＝
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
）
の
統
計
に

る
と
、
今
年
1
1
月
の
ア
ジ
ア

要
仕
出
国
は
軒

並
み
下
落
し

た
。
洪
水
被
害

を
受
け
た
タ
イ

で
は
、
母
船
績

み
地
ベ
ー
ス
お

よ
び
荷
受
地
ベ

ー
ス
双
方
で
2

ケ
タ
の
大
幅
減

だ
っ
た
。
韓
国
出
し
は

荷
受
地
と
母
船

主
要
1
0
カ
国
発
米
国
向
け
の
荷

動
き
は
、
前
年
同
月
比
l
・
9

％
減
、
前
月
比
2
・
4
％
減
の

1
1
0
万
9
1
3
4
T
E
U

（
母
船
積
み
地
ベ
ー
ス
）
だ
っ

た
。
前
年
実
績
か
ら
の
マ
イ
ナ

ス
は
6
カ
月
連
続
。
韓
国
は
ト

ラ
ン
シ
ッ
プ
貨
物
の
増
加
を
背

景
に
2
ケ
タ
の
伸
び
率
と
な
っ

た
が
、
中
国
を
は
じ
め
他
の
主

積
み
地
双
方
の
統
計
で
前
年
同

月
比
プ
ラ
ス
を
維
持
。
特
に
ト

ラ
ン
シ
ッ
プ
貨
物
が
好
調
で
、

母
船
積
み
地
ベ
ー
ス
で
は
1
2
・

5
％
増
を
記
録
し
た
。
韓
国
以

外
で
は
中
国
、
日
本
、
香
港
、

台
湾
が
い
ず
れ
も
下
落
し
、
特

に
香
港
の
減
少
が
顕
著
だ
っ

た
。
日
本
は
前
月
か
ら
の
落
ち

込
み
は
小
幅
で
、
荷
受
地
ベ
ー

ス
で
見
る
と
前
年
同
月
比
で
も

2
％
程
度
の
落
ち
込
み
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
母
船
積
み

地
ベ
ー
ス
で
ベ
ト
ナ
ム
出
し
が

2
0
・
4
％
増
と
好
調
。
荷
受
地

ベ
ー
ス
で
は
0
・
3
％
減
だ
が
、

カ
イ
メ
ッ
プ
か
ら
の
北
米
向
け

直
航
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大
な

ど
を
背
景
に
、
母
船
積
み
地
ベ

ー
ス
で
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
は
荷

受
地
ベ
ー
ス
で
、
前
月
比
で
1
3

ア
ジ
ア
域
内
を
再
編

け
「
謂
謂
㌍
引
締
一
計
閂
棒
醐
謂
絹
雨
謂
㍍
絹
轡
一
3
2
1
㍍
離
銅
鰐
恥
唇
細
論
品
用
呼
瀾
前
絹
謂
謂
開

・
6
％
減
、
前
年
同
月
比
で
も
‥

1
3
・
4
％
減
と
洪
水
の
影
響
が
▼

顕
著
に
出
て
い
る
。

な
お
、
日
本
発
着
貨
物
の
う

ち
、
釜
山
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
北

米
に
向
か
う
貨
物
量
は
1
1
月
は

4
4
3
3
T
E
U
だ
っ
た
。
過
▼

去
の
推
移
を
見
る
と
、
8
月
4

5
5
7
T
E
U
、
9
月
3
3
6

1
T
E
U
、
1
0
月
4
2
4
1
T

E
U
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
数

カ
月
で
は
、
博
多
や
大
阪
、
広

島
な
ど
か
ら
の
貨
物
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
日
本

か
ら
の
直
航
貨
物
は
5
万
5
0

1
1
T
E
U
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。

東
京
、
名
古
屋
、
神
戸
、
横
浜
、

清
水
な
ど
は
比
較
的
安
定
し
て

い
る
が
、
大
阪
や
博
多
で
や
や

下
落
し
て
い
る
。


